
監 査 報 告 書

令和 8年 5月 22日

学校法人 純心女子学園
理 事 会  御 中
評 議員会  御 中

学校法人 純,い女子学園

監 事 嫉下 拓

監 事 斎浮な

私たち監事は、令和 7年度における学校法人純心女子学園の業務若しくは財産の状況又は理事の業務執行

の状況について昨杏を行いました。その方法及び結果について、次のとおり報告しま坑

記

1.幣杏の方法及びその内容
(1)学校法人の業務並びに理事の業務執行の状況については、理事会及び評議員会に出席するととも

に、理事長、学長、校長等とそれぞれ面談し、業務の執行状況等について意見交換を行いました。

また、常任理事会、教授会等の議喜録について閲覧するなど、業務の執行状況の適法性及び妥当

性について確認しました。

(2)財産の状況については、計算関係書類及び財産目録について検証しました。また、会計幣杏人から

報告書の提出及び説明を受け、意見交換を行うなど連携を図りました。

2.酵杏の結果

(1)学校法人の業務に関しては、不正の行為又は法令若しくは寄附行為に違反する重大な事実はない

ものと認めます。

なお、大学、高等学校、中学校の令和 7年度の入学者はいずれも前年度に引き続き定員に達し

ていない状況にあるので、学生生徒の収容定員の確保に向け、これまで以上に取り組む必要があ

ります。

(2)財産の状況に関しては、財産目録及び計算関係書類について、会計諸帳簿の記載金額と合致し、

詢帳、計算ともに正確に行われており、適正に表示しているものと認めま坑

なお、事業活動収支は、学生生徒の購 に伴うll又入の減少等により、令和 4年度以降赤字額が

ナ曽ブJ日し、学生生徒納付金で教職員の人件費を賄えないなど厳しい財政状況にありますも教育水準の

確保のためにも収支の改善を図るべく経費削減など一層の努力が必要であります。

(3)理事の業務執行の状況に関しては、適正に行われており、不正の行為又は法令若しくは寄附行為に

違反する重大な事実はないものと認めま坑
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